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２０２６年３月１１日 

 

東邦ガスと炭酸ガス（CO2）回収システム開発の提携を開始 

低濃度領域への適用を拡大 

 

日本酸素ホールディングスグループの日本産業ガス事業会社である大陽日酸株式会社（本社：

東京都品川区、代表取締役社長：永田 研二、以下、当社）は、東邦ガス株式会社（本社：愛知

県名古屋市、代表取締役社長：山碕 聡志、以下、東邦ガス）と、両社が保有する CO2分離回収

技術を組み合わせた一体型システムの開発に関する提携を開始します。本提携を通じて、従来

は対応が難しかった低濃度領域からの CO₂回収を可能とし、多様な排出源に適用可能な CO₂回

収ソリューションの拡充を目指します。 

 

１．概要 

本提携では、東邦ガスが開発を進める「低濃度の CO₂を中濃度（約 20～40％）まで濃縮する

膜分離装置」と、当社が実用化している「中濃度の CO₂から高濃度 CO₂を回収する PSA 方式の

CO₂回収装置」を組み合わせることで、原料 CO2濃度が従来よりも低い 5％～20%の領域において

も高濃度での CO2の回収を可能とするシステムの製品化を進めます。 

 

２．提携の背景 

当社は、石灰焼成炉などの CO2排出源(濃度 20～40%)を対象に、PSA方式で CO2を回収する装

置を上市し※1、その後、適用可能な原料 CO2濃度範囲を 20～60％に拡大するなど※2、産業界の

脱炭素ニーズに応えるソリューションを提供してきました。発表以降、CO2濃度が 20%未満の排

出源を有するお客様からも、多数のお問合せ・お引き合いをいただいており、より低濃度の排

出ガスに対応した新たなシステムへの期待が高まっていました。 

一方、東邦ガスは、ボイラ排ガスなどに含まれる低濃度の CO2を 20～40%の中濃度まで濃縮可

能な膜分離装置（分離膜モジュールおよび周辺機器・前処理機器等）の開発を進めています。 

今回の提携では、東邦ガスの膜分離装置で、低濃度（約 5～20％）の CO₂を中濃度（約 20～

40％）まで効率的に濃縮し、続いて、当社の PSA方式 CO₂回収装置により、その中濃度の CO₂か

ら高濃度の CO₂を回収する、という二段階プロセスを構築します。 

 

※1:2023 年３月 31日ニュースリリース「４月から 10トン/日規模の CO2回収装置を販売開始」 

※2:2024 年４月 17 日ニュースリリース「CO2 回収装置の適用可能な原料 CO2濃度範囲を拡大」  

 

３．今後の展開 

当社は、東邦ガスとの協働を通じて、CO₂濃度 5％～60％という幅広い排出源を対象とした新

たな CO₂回収システムの実現とともに、実機条件での性能検証や運転データの収集を行い、低

濃度排ガス向け CO₂回収システムの早期実用化を目指します。 

また、当社は産業ガスメーカーとして長年培ってきた技術と実績をベースに、お客様の CO2

排出特性に合わせた最適な回収システムを提案し、カーボンニュートラル社会の実現に貢献し

てまいります。 

 

https://www.tn-sanso.co.jp/LinkClick.aspx?fileticket=Gfcsz3SXsmQ%3d&tabid=291&mid=1266
https://www.tn-sanso.co.jp/jp/news/detail.html?itemid=807&dispmid=952
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４．製品について 

 

◇膜分離装置（東邦ガス開発製品、開発中） 

低濃度の CO2を 20～40%まで濃縮するための膜分離装置です。 

     

 
 

 

◇PSA式 CO2回収装置（大陽日酸開発製品、2023年 4月リリース） 

当社が開発した、PSA（Pressure Swing Adsorption）方式により CO2を分離・回収する装置で

す。 

      

 
 

 

 

【各社概要】 

会社名 大陽日酸株式会社 （2026年 4月 1日に「日本酸素株式会社」へ社名変更予定） 

所在地 東京都品川区小山 1-3-26 

設立 1910年 10月 30日 

代表者 代表取締役社長 永田 研二 

事業概要 高圧ガスの製造・販売およびガス関連機器の製造・販売 

ホームページ https://www.tn-sanso.co.jp/ 

 

 

 
 

 

 

回収 CO2量 最大 10t/日 

回収 CO2濃度 20～40% 

原料 CO2濃度 5～20％ 

回収 CO2量 最大 10t/日 

回収 CO2濃度 98% 

原料 CO2濃度 20～60％ 

会社名 東邦ガス株式会社 

所在地 愛知県名古屋市熱田区桜田町 19-18 

設立 1922年 6月 26日 

代表者 代表取締役社長 山碕 聡志 

事業概要 ガス事業、電気事業など 

ホームページ https://www.tohogas.co.jp/ 

本件に関するお問い合わせ 

大陽日酸株式会社 

東京都品川区小山 1－3－26 

広報部 

TEL:03-5788-8015 

Mail:Tnsc.Info@tn-sanso.co.jp 

PSA式 CO2回収装置仕様 

膜分離装置仕様 

※画像はイメージです 

小規模タイプ CO2回収装置（外観） 


